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ボーリング柱状図
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栃木県　矢板土木事務所 2008-10-20 ～ 2008-10-20
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157.61 4.95 5.45

砂質火山
灰土
(VAS)

暗茶
灰

淡
茶
灰

青
灰

淡
茶
灰

シルト系土を主材料とする盛土で
あり、砂分及び礫分を不均質に混
入する。

川崎層群，館ノ川凝灰岩層と呼ば
れる火山性の半固結地盤である。

軽石質火山灰土を主体に砂分及び
φ5～10mmの風化礫を含む。

軽石は白色化し、土壌化している
。

GL-4m付近、砂分の含有頻度が上
昇し、固結度合いもやや高まる。
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